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肺 結 核 の 気 象 学 的 研 究

第1報 気象が肺結核患者の咳1軟に及ぼす影響

ぜ国立岐阜療養所 所長 大 野 道 夫

〃 内科 嶋 田 一 弘

〃 〃 窪 田 鋭 郎

〃 観測員 野 田 素 介

(昭和27年9月6日 受付)

1緒 言

気象が人体生理に影響を及ぼすこ とは 古 くから知ら

れ,この方面に対する研究は枚挙に逞がな く,肺結核に対

する気象の影響に関 しても数多 くの研究があがン}18),

一般に肺結核患者は気象に対して鋭敏に反応すると考え

られているが,詳 細に至つては必ず しも一致 していると

は限らない。

勿論この種の研究において,個 々の研究成績が直ちに

一致すると考えるのは早計であつて,こ れら数多 くの研

究について,研 究の行われた時の種 々の条件を考慮 して

綜合判断を下 してこそはじめて完成 されるものである◎

説溝 に研究地の気候の特性,気 象観測場所 と患者との位置

,的関係及び研究方法等は先人の研究成績の比較検討及び

今後の研究に当つて考慮すべき大きな問題であると考え

られる。

すなわち生体がある特性を有する気候の中に生活する

場合,生 体はその気候に順応するよう}こその生理活動に

変調を来たしてくることは疑 うことのできない事実で,

この生体の変調は特に看過することのできない重大事項

で,各 地の研究が・一致 しない大きな原因 もここにあると

考えられる。次に気象は地面の状態,周 囲の状況その他
　

舞局地の地形によつて著 しく影響されるもので,同 地方で

行われた観測成績であつて も,特 に気候と病状との関係

ではな く,気 象各因子と病状 との関係を論 ず る場合に

は,そ の成績を直ちに患者の実在する局地の観灘成績と

して取扱 うことは妥当ではない◎叉研究方法にも種 々の

方法があり,時 には全 く主観的で客観性を欠 くものがあ

り,時 には全 く狸自な方法で他 と比 較 検討できない等

で,こ れらはこの方面の研究に大きな瞼路となつており

統一の必要を痛感させられ る。

われわれは以上の3点 を特に考慮 して,昭 和24年 か

ら肺結核の気象学的研究を開始 し,各 種気象観測器械を

療養所内に設置 して観測し,この成績を岐阜,名古屋及び

高山の観測成績と比較してその特性の把握に努め,文 研

究方法は客朔性のある一般的な方法を選ぶこととした◇

肺結核患者は室温の急変或いは吸入する空気の温度の

変化等軽微な刺戟によつて咳蝋を発することは知られて

いるが,こ れを気象学的に詳細に研究 した業績は皆無に

ひとしく,た だ小川氏1)が 不連続線通過との関係につい

て論じているのみであるが,わ れわれはこの関係につい

て詳細に研究 したので報告する。

2位 置 及 び 気 象

国立岐阜療養所は東経137度23分,北 緯35度23

分,海 抜300mの 地点にあり,昭 和24年5月 から昭

和26年4月 迄の気象は第1及 び第2表 のようで,一一一rc

に表 日本の平地気候に属 しているが,気 圧の低値並びに

第1表1949年5月 一1950年4月 の気象(但 し紫外線量及びカタ袷却力は1950年 以後の ものである)
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第2表1950年5月 一1951年4月 の気数(但 し紫外線及びカタ冷却力は1951年 の ものである)
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特に1鍍 の低値が目立つており,且 つカタ冷却力その他

によ九ば冬季は相当寒さが厳 しいが夏季には割 合 涼 し

く,又 紫外線量は夏季に多 く冬季には少ない◎

3研 究対照及び研究方法

昭和24年5月 から昭和25年4月 に至 る1力 年聞に

当所に入所中の患者月平均500名 で,研 究方法は患者全

員に第1図 のような自覚症状カー ドを渡 し,そ の基準に

応むて(一)(±)(+)(十)等 の符号を記入させ,各 人に

ついて月聞の最 も多い符号を基準 とし,そ れよりも増加

した日減少した日を区別し,月 聞各日の増加 した例の合

計を月尚入所患者数に対する百分率で表わ した値を各日

の増加率 とした◎

1気象との比較検討は各気象因子との関係は相関係数の

第1図 自覚症状 か一ド
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下 を有 意 と した
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4気 象因子との関係

咳鰍の増加率と気象各因≠響

との相関係数は第3表 のよ5

で,気 温に関しては,平 均気

温との聞はY昌+0。10で 有意

な関係が認められないが,日

較差 との聞はY=・ 一一〇・148で

有意な関係が認められる◎気

圧に関 しては,平 均気圧との

問はY=-O.014,日 較差との

間はYニ ー0.004で ともに有

意な関係が認められないe湿

度に関しては,平 均湿度との

聞はY=十 〇.255,平均湿度と

その翌日の咳鳳増加率との問

はY=+0。294で ともに有意

であり,特 に当 日よりもその

翌 日への影響が大である◎又

湿度の日較差との聞はY話 一

44-一



147

O.014で 有意な関係は認められない◎次に日照時間との

間はY=-0・01で 有意な関係を認めない◎

すなわち咳鰍の増加率 と有意な関係を示すのは,日 平

均湿度との順相関と気温の日較差との逆相関とである◎

5不 連続線との関係

大谷氏物 は本邦附近を通過する不連続線は,殆 んど

が緯度に対して約40度 の角慶をなし,且 つ低気圧を中

心として北東に延びるのは温暖前線,南 西に延びるのは

寒冷前線が多 く,低 気圧は西から束へ時速約35kmで 進

み,不 連続線は南東へ約30kmの 速度で進むと述べてい

るが,こ れ と前述の研究方法による時問的のズレとを考

慮すれば,第2図 に示すAl,A2の 部は不連続線通過に

よる当日の影響であり,Bl,B2の 部1ま通過後の影響であ

り,Cコ,鎚 の部は通過前の影響であり,且つAbBl,C1の

部分は不連続線通過前,当 日及び通過後の寒冷前線によ

る影響を示 し,A2,B2,C2の 部分はそれぞれの温暖前線に

よる影響を示すものである。

第2図 不連続線と咳徽増加率との関係
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註:口 は低気圧の中心を示す

咳噺の増加率と不連続線との関係は第3図 のようであ

つて,不 連続線通過前は30区 劃の中(+)は9区 劃,

(一)は21区 劃であつて,危 険率2・2%で 推計学的に

有意な減少を示し,不 連続線逼過当 日は44区 劃の中(+)

は20区 劃,(一)は24区 劃であつて危険率は32・6%

で推計学的に有意な差は認められず,又 不連続線通過後

は36区 劃の中(+)が27区i劃,(一)が9区 劃であつて

危険率は0.1%で 推計学的に有意な増加を示しており,

これを寒冷前線 と温暖前線とに分けて検討するに,不 連

続線通過当日の寒冷前線による影響は23区 劃の申(+)は

10区 劃,(一)は13区 劃 であつて危険率は33・9%で

推計学的に有意な差は認められず,温 暖前線による影響

は21区 劃の中(+)は10区 劃,(一)は11区 劃であ

つて危険率は50・0%で 推計学的に有意な差は認められ

ない。通過後の寒冷前線による影響は14区 劃の中(+)

鍵

第3図 不連続線と咳鰍増加率 との関係

FT=L 一

「

十 十 十 十 ⊥ 十

十 +i-1+ 十 十 十
土.
書

十 、十・

癬

耀i十
齢… す 土

一十 十

嶋 葡

+i+ 十 土
一

b= 十

十 十 十 一

一

}

。酔_纈4贈 聯轍齢

十

十 一 編　 一 　 ¶

十 十 十 一 一 十 十 十 一

二.

『 一

摺一一圏判

,ニ
ー

十 一 一 一 一 一 十
憎U… 鴨轍…'

十i十
一

一 十 一 一 一 一
肇

_扁?繍 一

十 十 十
1

十 一 ↑一 一 二
一 一i一

十 十

一「符

乳

十1一
一帽 顧

一 E
ニ
ー

一

十

十

十

一

十 ]
三ヨT
一+ヨ

註:臼 は低気圧の中心を示す

12区 翻,(一)2区 調で危険率O.6%で あつて推計学

的に有意な咳噺の増加を認め,文 温暖前線の影響は22区

勘の中(+)は15区 劃,(一)は7区 劃であつて危険率

は6・7%で 推計学的に有意な差を認めない◎不連続線通

過前の寒冷前線の影響は18区 劃の申(+)は6区 劃,

(一)は12区 劃であつて危険率は1L9%で 推計学的

に有意な差を示さず温暖前線の影響は12区 翻の中(+)

は3区 劃,(一)は9区 劃であつて,危 険率は1・9%で 推i

計学的に有意な減少を示している。

すなわち不連続線の通過は一般 にその通過前には一時

咳鰍を減少させ,通 過後には反対に増加させるが,通 過

当日には著明な影響を及ぼさず,温 暖前線と寒冷前線に

ついてみて もこの傾向は認められるが,特 に寒冷前線に

おいてこの傾向が著明である。

6考 簗i

咳鰍増加率と統計学的に有意な相関々係を示す気象因

子は,気 温の日較差と日平均湿度 とであるが,い ま日平

均湿度と気温の日較差との関係をみるに,そ の相関係数

はy=一 一〇.71で あつて非常に密接な相関々係を示 し,本

研究成績において気温の日較差と咳畷増加率との間に有

意な相関々係を示すのは,日 平均湿度と咳嶽増加率との

閥における関係に随伴する現象と=考えられ,一 般に咳噺

の増加には日平均湿度が特に重要な因子であると考えら

れる。なお不連続線通過は気圧の低下,気 温の上昇或い

は下降,湿 度の増加,降 雨,風 向,風 速の変化等種 々の

気象の変化を起すが,こ れに反し気象の変化が総て不連

続線通過によるものではな く,そ れは寧ろ気致0)変 化の

一小部分であるに過ぎない。

本研究における暖鰍増加率と気象との相関々係 と空間

N法 による不連続線 との関係の両者を検討ずるに,前 者

は不連続線通過のみによつ て変化 した気象との関係で

はなく・種々の要因によつて変化した一般的な気象 との

罐
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第3表 各種気象因子 と暖徽増加率 との関係

種 矧 棚 騰 降轍齪
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の
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気

平

前

湿
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十 〇.10

-0.148

-0 。014

-O .004

十 〇.255

十 〇.294

-0.014

-0.OI

FO<F

F)>F

Fつ くF

FO〈F

FO>F

FO>F

FoくF

FCくF

関係を示すものであり,後 者はその申の不連続線通過の

みによつて変化した気象との関係を示ナ ものであると考

えられる灘 群 ・

すなわち一般に咳蹴の増加には日平均湿度が特に重要

な影響を及ぼすが,不 連続線通過に際 しては,H平 均湿度

の増加にも拘らず通過当日は咳徽の増加は認められず,

通過前及び通過憂に特殊な関係を示 している○この関係

は不連続線通過当日は勿論その前後においても日平均湿

度以外に或極の因子が生体に作用することを意味 してい

るが,そ の囚子が果して気象因子であるか,或 いは気象

以外の囚子であるかについては,に わかに断定を下すこ

とはできない0

7小 括

われわれは気象が肺結核患者の咳鰍に及ぼす影響を,

相関係数の算出及び増出氏の空間N法 によつて研兜し次

のような成績を得た◎

咳畷の増加は

1)日 平均湿度との間に順相関を示し,そ の時問的関係

は当日の日平均湿度との聞(Y=+0・255)よ りも,そ

の前 日の日平均湿度との聞(Y=十 〇・294)の 方が密で

ある◎

2)気 温の日較差との開には逆相関(Y=-0・148)を 示

すが,こ れは円平均猷度との相関々係に随伴する現象

と考えられる脅

3)そ の他の気象因子すなわち日平均気温 日平均気

圧,気 圧の日較差,湿 度の臼較差及び 日照時聞との聞

には有意な相関々係を認めないっ

4)不 連続繊通過前には有意に減少し,不 連続線通過後

には有意に増加するが,通 過当 日には有意な変化を示

亭ない○これは不連続線通過に当つては日平均湿度以

外のある種の因子が作用することを意昧すると考えら

れるが,そ の因子が気象的因子でもるか,気 象以外の

因子であるかはにわかに断定することができない。

(本論文の要旨は第25回 日本結核病学会及び第1回 周

本結核病学会東海地方会において発表 した。)

文

最後に一括する¢

献

一 一一46-一 ・
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